
ご存じですか？ 非構造部材の耐震対策。
リンテックのウインドーフィルムでガラス開口部を安全に。
地震発生時の学校内において、非構造部材の中でも窓ガラスは特に危険です。

耐震対策がされていないと、割れたガラスが飛散、落下することで、大けがをする可能性があります。

安全・安心な校内環境の実現に、リンテックのウインドーフィルムをぜひご活用ください。

アーキテクチュアルフィルム 透明飛散防止タイプ

建物は構造部材（柱や梁、壁、床など）と非構造部材に
大きく分けられます。
非構造部材は、窓ガラスや天井、照明器具、空調設備
など建物の意匠性や居住性の向上を目的として取り付
けられたものです。
建物（構造部材）の耐震化と併せて、窓ガラスや天井など
の対策をすることで安全・安心な空間を実現します。

非構造部材とは？

窓ガラス 棚類

空調設備

テレビ照明器具

放送機器

天井材

ガラスのみ ウインドーフィルム施工後
ガラスの破片が飛散し危険です。 ガラスの破片をウインドーフィルムが

保持するので安全です。

教室で見られる非構造部材の一例

窓ガラスへのウインドーフィルム施工による効果

はり
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■ 短納期で低コスト
ウインドーフィルム施工によるメリット

2015年まで文部科学省の国庫補助金制度が適用されます

既存の窓ガラスにウインドーフィルムを貼るだけです。
窓枠やガラスを変えることなくスムーズに施工ができ、大掛かりな工事は必要ありません。

■ 廃材処分費が格安

■ 人体に有害な紫外線を99%以上カット

■ 

■ 

ガラス交換などの工事に比べ、廃材の量が少ないので環境に優しく、処分費も安く済みます。

さまざまな教育機関で採用されています

透明飛散防止タイプ ラインアップ

※データの数値は、JIS A 5759に基づき、3mmフロートガラス貼付で測定。　※フィルム全厚とは、剝離フィルムを除いた厚みのことです。　※数値については実測値であり、保証値ではありません。
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3mmフロートガラス
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透明飛散防止タイプのスタンダード品。
フィルム表面の耐摩耗性を高めたハードコートタイプ。

外貼り用フィルム。内貼りも可能。

プールや浴室などの
高湿度下での粘着力を向上させたタイプ。

フィルム強度を高めた100μmタイプ。

1521UHよりさらにフィルム厚を厚くし、
耐貫通性を高めた200μmタイプ。
防犯対策フィルム。
強力な耐貫通性と耐衝撃性を有する395μmタイプ。

全国に広がる施工・販売特約店による責任施工体制を確立しています。
国家資格であるガラス用フィルム施工技能士による適正な施工品質をお約束します。

このほかにも、さまざまな機能（暑さ対策、防虫対策、プライバシー保護など）を持った
ウインドーフィルムを多数取りそろえています。お気軽にご相談ください。


